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『自信と誇りの持てる農業の再構築』事業概要等

儲かる農業

高付加価値

作物

導入として

イタリア野菜

経済的充足

（農業の）

担い手確保

再現性の向上

〔技術的側面〕

精神的充足

やりがい

暗黙知の
見える化

スマート農業
の導入

川上から川下迄

ミッション
ステートメント

企業等との交流

主体的な経営

市場(消費者)
との直接対話

意義・目的等
明確化と共有

市町村の枠を越えた広域レベルで地域が連携して一体となった体制を構築し、小規模等の個別条件を補完して多様性を活かす中山間地域農業の新しい
モデル構築を目指す。市町村職員によるプロジェクトチームとNPOによる官民連携体制の下に多様な主体の参画を得て、自立的な事業展開を目指す。

《１．なぜ、農業なのか》

《 ３．「農業の再構築」基本要素構成図 》
立上げ：前期

（29年度）
中期

（～5年～）
後期－自立期
（～10年～）

視察

本格運用組織検討＆ 試験運用

農業(野菜栽培)経営分析と対応（半農半X等）

ノウハウの検討と検証（ＰＤＣＡ）
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データ収集・分析・蓄積／ 栽培技術等研究・普及

試験栽培 協力農家拡大
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《７．事業推進体制》

《 ２．当地域農業の現状 》

《 ４．当地域農業再構築の考え方 》
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わたしたちは恵まれた気候や標高差を活かしながら、

お客様のニーズに基づき、
安全で安心な野菜を最適な
タイミングでお届けし、心
と体の健康に貢献します。

食卓や大切なひと時を彩る多様
で魅力的な野菜を提供すること
を通じて、都市とこの地域の豊
かな食生活に貢献します。

１４市町村が連携して取り組み、それぞれが持つ資源を最適な
タイミングで、最大限活用します。

常に、少量でも高付加価値で魅力的な野菜の生産に取り組み、
お客様のニーズに応えます。
生産に関する『勘』や『経験』を数値化して再現性を高め、省
力化や効率化等に資する新しい技術にも積極的に取り組み、安
心して就農し、定着できる環境を作ります。

常に、お客様との直接対話や交流を通じて信頼関係を築きなが
ら、自らニーズを掴み、自律的な生産を行います。

南信州が 野菜をもっと楽しく
食卓をもっと素敵にする！
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《 ５．ミッションステートメント 》

物流検討（域内・域外）・改善

試験出荷 商業出荷

域内市場創出

ど
う
売
る

《 ６．事業課題及びロードマップ 》

栽培普及

市場・嗜好等調査 ／ パートナー企業等との連携

作物選考・先行（試験）栽培

地場野菜何
を
作
る

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ視点

《９．当面の課題》

スマート農業の研究

物流の研究 地域内集荷

地域外搬送

試験栽培の推進

試験販売の実施

《８．30年度試験栽培予定》
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栽培技術の研究・習得 品質の平準化

栽培作物の選定

データの収集・蓄積と還元方法等

農業者の平均年齢は69.1歳

山林が多く農地は狭小

10aあたり農業産出額の平均は24万円

典型的な中山間地域

面積あたりの生産額を高める
ため園芸作物に注力

販売先の開拓・選定

推進体制の整備

中山間地域に相応しい在り方

単に
儲ける
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